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静立時：Ｌサイズ実験
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静立時：Ｌサイズ実験

身体に優しい高齢女性用衣服の開発  
 

○ 岩崎謙次 *1)、大泉幸乃 *1)、藤田薫子 *1)、  
田中みどり *1)、黒田良彦 *2)、平山明浩 *1) 

 
１．はじめに  
 現在、65 才以上の高齢者は、５人に１人の割合となった。しかし、既製服は、若年層の
流行傾向に合致するように作られている。このため、加齢に伴う体型変化や運動機能の低
下などを考慮した高齢者用衣服は少ない。そこで、高齢女性を対象として、人体計測デー
タに基づいた人台開発及び着用実験を中心に報告する。       表 １ 高 齢 女 性 のサイズ 
２．実験方法   
２．１．高齢女性用人台の作製条件  
 高齢女性用人台は、計測した高齢女性の体格・体形データを参考にサ
イズ及び体形を抽出した。開発人台の基となる高齢女子の主な体格を表
１に示す。  
２．２．着用実験条件  
 高齢女性の着易い衣服を探るため、
高齢女性の人体計測データから高齢女
性用基準上衣を作製し、着易さに関係
の深い４要因（３水準）を決め、Ｌ９
直交配列実験を実施した。実験条件を表２に示す。実験は、人体の各部位における衣服圧
及び上衣着用時の着用評価を評価値とした。衣服圧は、背中の肩甲骨から上の部分に 10
カ所設置した。また、着用評価尺度は「きつい～ゆるい」までの 5 段階評価とした。                                     
３．結果と考察           表 ３ 開 発 人 台 サイズ 
３．１．高齢女性用人台の開発  
 開発した高齢女性人台を図１に、人  
台サイズを表３に示す。従来の高齢女  
性用人台は標準人台の 13 号、15 号等  
の人台を基準として変形したものを用  
いている。開発した高齢女性用人台は、         図 １ 開 発 高 齢 者 人 台  
65 才から 79 才の 124 人の人体計測デ  
ータの平均をモデル化している。このため、背中が丸い、肩幅が狭く、バスト・ウェスト・
ヒップの寸法差が少ないなどの特徴を有している。  
３．２．着用実験  
 Ｌサイズの着用評価結果として分散分析で解析した。分
析結果から、身幅が大きいほど「ゆるい」と感じている。  
サイズ内の変化は、型紙の大きな変更にならず、外観形状
を保ったまま快適と感じられることが分かる。身幅と着用
評価の関係を図２に示す。なお、着用評価は、「きつい－や
やきつい－普通－ややゆるい－ゆるい」の５段階着用評価  
である。この違いは、衣服圧の違いとして明確になった。  
４．まとめ                         
 高齢者の快適な衣服環境を提供するため、高齢者の体格  
体形は重要である。本研究では、高齢者の体格・体形を反映  
した人台モデルと快適な高齢女性の衣服設計条件について検   
討してきた。衣服のスタイルは維持しながら、着易い衣服にするためには身幅を広くする
工夫が必要であることが分かった。今後、講演会やセミナー等を通して情報提供を行う。  

 

*1) 墨田支所、*2) 東京都立皮革技術センター  

部 位 名  ｃｍ 

バスト 86.74 

ウェスト 76.66 

ヒップ 92.00 

前  丈  37.03 

後  丈  37.57 

部 位 名  単位 :cm 

バスト 88cm 
ウェスト 76cm 
ヒップ 92cm 
前 丈  37cm 
後 丈  38cm 

(単位： cm) 
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図 ２ 着 用 評 価 (静 立 Ｌサイズ) 


